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【プレスリリース】4/21～23 開催 日本初「Ｃ20サミット 2019」会議開催と取材のご案内 

 

 

 2019 年 4月 1２日 

 

【4/21～23 開催】 

日本初 「C20 サミット 2019」 

～会議開催と取材のご案内～ 

 

6 月の G20 大阪サミットに向けて、世界各国の市民社会組織（CSO）代表が集まり、地球規模課題

について議論する「C20 サミット 2019」が、4月 21 日（日）から 23 日（火）に東京で開催されま

す。 4 月 22 日には G2０サミット議長国である日本政府関係者に政策提言書を手渡します。 

日本で初めての開催となる C20サミットには、世界 36か国から 400名以上の CSO関係者が集まり、

反腐敗、教育、環境・エネルギー、ジェンダー、保健、国際財政構造、インフラ、労働・ビジネス

と人権、CSO のあり方、貿易と投資などの幅広い課題を 3日間にわたり議論します。議論概要は毎

日の会議終了後にブリーフィングするとともに、最終日には会議全体の総括を行います。 

C20 サミット会期中の取材および参加者への個別取材を希望される方には、申込フォームからの受

付をお願いしています。別紙概要をご確認の上、お申し込みくださいますようお願い申し上げます。 

皆様のご取材を、心よりお待ちしています。 

C20 サミット 2019 とは 

C20 とは、G20 サミットに対して様々な働きかけを行う 8つの「エンゲージメント（参画）グルー

プ」のひとつです。「市民」を意味する「Civil」の頭文字を取り、「C20」と表記しています。 

2013 年にロシアで開催されて以降、毎年の G20 サミットに合わせて開催されており、貧困や格差、

気候変動、汚職と透明性の確保、国際金融などについて、国内外の CSO が連携し、市民社会として

の提言をまとめて議長国政府及び G20 サミット参加国に向けて提出してきました。 

 

取材のお申し込みはこちら（QR コードまたは URL） 

 

https://jp.surveymonkey.com/r/C20summit2019 
 

【本件に関するお問い合わせ】2019 G20 サミット市民社会プラットフォーム広報担当： 

山口・堀内（国際協力 NGO センター、📞03-5292-2911） 

https://jp.surveymonkey.com/r/C20summit2019
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別紙 
C20 サミット 2019 概要 

 

全体 

 

会議名称 C20 サミット 2019 

開催日程 2019  年 4 月 21 日（日）、 22 日（月）、 23 日（火） 9:00～18:00 

各日テーマ 

21 日（日） 東京民主主義フォーラム（平和、人権、民主的ガバナンス） 

22 日（月） Ｇ20議題に対する市民社会の提言：誰も取り残さない世界へ#G20takeaction 

23 日（火） Ｇ20大阪サミット、そして 2020 年サウジアラビア G20 サミットに向けて 

会 場 
21 日（日）       聖心グローバルプラザ（東京都渋谷区） 

22 日（月）・23 日（火） 虎ノ門ヒルズフォーラム（東京都港区） 

主 催 

2019 Ｇ20 サミット市民社会プラットフォーム 

＊共同事務局： 

一般社団法人 SDGs 市民社会ネットワーク（SDGs ジャパン）（東京都台東区） 

特定非営利活動法人国際協力ＮＧＯセンター（JANIC）（東京都新宿区） 

＊共同代表： 

岩附 由香 特定非営利活動法人 ACE 代表 

三輪 敦子 一般財団法人アジア太平洋人権情報センター 所長 

言 語 英語（日英同時通訳あり） 

 

C20 サミットとは          ＊公式サイト：https://civil-20.org/（英語のみ） 

2008 年に開始された「G20 サミット」（20 カ国・地域首脳会合）には、その重要性に鑑み、世界の経済界

（B20）、労働界（L20）、学術界（S20）、女性（W20）、若者

（Y20）などが提言をする「エンゲージメント（参画）グ

ループ」という枠組みがあります。「市民社会（C20）」は

その一つで、世界の市民社会組織（CSO）が集まって提言

を行います。2013 年のロシア G20 サミットから毎回開催

されていますが、過去 6回はいずれも、開催国の首脳もし

くは首脳級の指導者が参加しています。G20大阪サミット

に向けて、2019 G20 サミット市民社会プラットフォーム

が開催国の市民社会として準備にあたっており、C20 サミ

ットが 4 月 21-23 日に開催されます。 

C20 政策提言書とは 

途上国の開発や、災害・紛争などに関わる緊急人道支援、

地球環境問題、地域の経済活性化や環境保護などに取り組

む NGO・NPO などの市民社会組織（CSO）が、現場で課題に

取り組むことで得た知見・経験を踏まえて、G20 の主要な

テーマに関して政策提言としてまとめたものです。NGO が現場で直面する課題や、その解決方法、背景に

ある経済的・社会的な問題について提言しています。同提言書は、国内外から 410 名がオンライン上で

議論し、作成されました。同提言書は C20 サミットで採択され、G20 議長である安倍晋三首相をはじめ、

日本国政府を通じて G20 へ提出されます。 

U20（Urban）都市 

https://kyosei.u-sacred-heart.ac.jp/access/
http://forum.academyhills.com/toranomon/access/
http://www.civil-20.jp/
http://www.sdgs-japan.net/
https://www.janic.org/
http://acejapan.org/
https://www.hurights.or.jp/japan/
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2019 G20 サミット市民社会プラットフォームとは   http://www.civil-20.jp/（日本語） 

 

日本の CSOが開催国の市民社会として設立したのが「2019 G20 サミット市民社会プラットフォーム」で

す。2018 年 1 月に暫定的なネットワークとして設立された後、同年 6月 19 日に設立総会が開催され、規

約を採択するとともに、2名の共同代表と 9つの幹事団体を選出し、本格設立に至っています。2019 年 4

月 1１日現在、70 団体が参加し、C20サミットの運営を支えています。 

 

会議スケジュール 

 

4 月 21 日（日） 東京民主主義フォーラム（平和、人権、民主的ガバナンス） 

SDG ゴール 16「平和と公正」を軸に、市民社会にとっての透明性の意義、腐敗と民主的ガバナンス、ジ

ェンダー、科学・技術と市民社会の関係などを、全体会、計 7 つの分科会を通じて考えます。閉会式で

は「東京民主主義フォーラム宣言」の採択が予定されています。本フォーラムは日本政府も参加する「民主

主義共同体」常設事務局（PSCoD）、アジア地域の人権 NGO のネットワークである「アジア民主主義ネッ

トワーク」（ADN）、アジア地域の NGO ネットワークである「アジア開発同盟」（ADA）の共催、およびフリ

ードリヒ・エーベルト財団（FES）の後援によって開催されます。 

 

4 月 22 日（月） Ｇ20 の課題への市民社会の提言：誰も取り残さない世界へ#G20takeaction 

22 日は C20政策提言書が G20議長国代表へ手渡しされます。また、G20政府代表（シェルパトラック）

を交えたハイレベルパネルが開催され、C20 の分野別ワーキング・グループによる 7つの分科会が開催さ

れます。 

 

4 月 23 日（火） Ｇ20 大阪サミット、そして 2020年サウジアラビア G20 サミットに向けて 

最終日は、C20 以外のエンゲージメント・グループからのメッセージが紹介されるほか、G20政府代表（財

務トラック）を交えたハイレベルパネルの開催、C20 の分野別ワーキング・グループによる 6つの分科会

の開催、2020 年にサウジアラビアで予定される次期 C20 サミットについて、同国の主催団体であるサウ

ジアラビア・ハーリド王財団からのスピーチが行われたのち、共同議長による挨拶をもって閉会する予

定です。 
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登壇者略歴 

 

役職 氏名 現職・略歴等 

代表 

C20 議長 

岩附 由香 認定 NPO 法人 ACE 代表 

1997年大阪大学大学院在学中に児童労働に反対するグローバルマーチ実現のため ACE

を設立。2007 年以降 ACE の専従代表となり、児童労働に反対するグローバルマーチ理

事、エシカル推進協会理事も務める。ACE はインドのコットン産業やガーナのカカオ

産業の児童労働問題、アドボカシー、企業とのパートナーシップに取り組み、2016年

には日経ソーシャルイニシアティブ対象国際部門を受賞。 

共同代表 

C20 共同議長 

三輪 敦子 一般財団法人 アジア・太平洋人権情報センター（ヒューライツ大阪） 所長 

日本赤十字社外事部、国連女性開発基金（現UN Women）アジア太平洋地域バンコク事

務所、（公財）世界人権問題研究センターにおいて、ジェンダー、開発、人道支援、

人権分野の様々なプログラムの実施支援や調査・研究に携わってきた。2017年より、

アジア・太平洋人権情報センター（ヒューライツ大阪）所長。国連ウィメン日本協会

副理事長。関西学院大学、京都女子大学等、非常勤講師。 

国際連携委員

会座長 

若林 秀樹 認定 NPO 法人 国際協力 NGO センター（JANIC） 事務局長 

ヤマハ（株）社員、電機連合・総研副所長、在米日本大使館経済班一等書記官、比例

区選出の民主党参議院議員として「次の内閣」経済産業大臣などを歴任。米戦略国際

問題研究所（CSIS）客員研究員、公益財団法人アムネスティ・インターナショナル日

本事務局長などを経て 2017 年 4月 1日より現職。著書に『希望立国、日本 15の突破

口』（編著、日本評論社）、『日米同盟：地球的安全保障強化のための日米協力』（CSIS）

など。ミシガン州立大院修士課程修了（農学）。 

共同事務局 

ディレクター 

C20 シェルパ 

稲場 雅紀 

 

一般社団法人 SDGs 市民社会ネットワーク 業務執行理事 

1969 年生。東京大学文学部東洋史学専修課程卒業。90 年代に横浜・寿町の日雇労働

者の医療・福祉・生活相談活動に従事、その後当事者として「（特活）動くゲイとレ

ズビアンの会」政策提言担当副代表理事としてLGBT の人権確立や HIV/AIDS 問題に取

り組む。2002 年に国際協力活動に転じ、（特活）アフリカ日本協議会の国際保健部門

ディレクターとしてアフリカのエイズ問題などに取り組む。MDGs・SDGsの推進のネッ

トワークや TICADに関わるネットワークの設立・運営に携わり、政府とも積極的に連

携。 

C20 国際諮問委員会 

氏名・国籍 現職・略歴等 

スティーブ-プライス・トーマス 

（イギリス） 

オックスファム・インターナショナル アドボカシー/キャンペーン局長代理 

世界の貧困問題に実施と政策の両面で取り組む英国由来の国際 NGO、「オックスファ

ム」のアドボカシー・キャンペーン局長代理を務める。 

エレニタ・コゴノン・ダニョ 

（フィリピン）  

浸食・技術および独占に関する行動グループ（ETC グループ）共同事務局長 

科学技術イノベーションや多国籍企業の合併・独占、途上国における資源の搾取な

どの問題に政策提言で取り組む国際 NGO・調査研究組織「ETC グループ」の共同事

務局長。フィリピンのダバオ市に在住。 

ジョセフ・ベネディクト 

（マレーシア） 

「CIVICUS・市民参画のための世界連盟」市民社会スペース問題調査上級責任者 

世界の市民社会の政策決定への参画や民主主義の促進を訴える NGO ネットワーク

「CIVICUS」で市民社会の権利に関する調査責任者を務める。 

パトリシア・ミランダ 

（ボリビア） 

 

※不参加 

「ラテンアメリカ経済的・社会的公正ネットワーク」アドボカシー調整役 

(LATINDADD)。LATINDADD は、ラテンアメリカ地域において、人々の経済的・社会

的・文化的権利の確立のために取り組む市民社会団体のネットワークのアドボカシ

ー趙製薬を務める。同団体には 13ヶ国から22団体が参加している。 

マクシミリアン・ヘイウッド 

（ドイツ） 

※不参加 

トランスペアレンシー・インターナショナル 世界アドボカシー調整役 

世界の汚職・腐敗問題に取り組み、透明性・公正性などを普及する政策提言を行っ

ている国際的な NGO ネットワークである「トランスペアレンシー・インターナショ



4 

ナル」でアドボカシー分野の責任者を務める。 

エンリケ・マウルトゥア・コンス

タンティニディス 

（アルゼンチン） 

環境・天然資源財団 気候変動担当上級顧問 

アルゼンチンで気候変動に取り組む「環境・天然資源財団」で気候変動担当の上級

顧問を務めるほか、世界的な気候変動関係の NGO ネットワーク「気候行動ネットワ

ーク」（CAN）のラテンアメリカ・ネットワークの調整役も務める。 

C20 運営委員会 

氏名（国籍） 現職・略歴等 

ヴァレリア・ミラネス 

（アルゼンチン） 

アルゼンチン（C20 前開催国）代表委員 市民権協会 事務局長 

ADC は人々の基本的人権の促進と保護と民主的制度の強化に取り組む。ITの法律に

関してのスペシャリスト。アルゼンチン出身。 

今田 克司 

（日本） 

日本（C20 現開催国）代表委員 （一財）CSO ネットワーク代表理事、（特活）日本

NPO センター理事、（一社）SDGs 市民社会ネットワーク業務執行理事。 

2008-13 年、南アフリカ共和国に本部のある CIVICUS（市民参加のための世界同盟）

の事務局長代理を務める。2013年に帰国以降、日本 NPOセンター常務理事等を歴任、

市民社会の組織基盤の強化や活動評価などに関わる。 

ノウフ・ビント・ムハマド王女 

（サウジアラビア） 

2020 年 C20 主催団体「ハーリド王財団」暫定最高経営責任者、2020 年 C20 サミッ

ト議長 サウジアラビアの有力な慈善財団であり、同国の障害者団体やその他の福

祉系団体に対する資金拠出を行っている財団の暫定代表。ハーリド王財団は 2020

年の C20主催団体の有力候補。 

マリア・エミリア・ベラザーテギ 

（アルゼンチン） 

前 C20 シェルパ トランスペアレンシー・インターナショナル 国際アドボカシー

調整役 

トランスペアレンシー・インターナショナルのアルゼンチン支部である「ポデー

ル・シウダダーノ」（Poder Ciudadano）が共同事務局を務めた 2018 年 C20 サミッ

トにおいて「C20 シェルパ」を務めた。現在はドイツに移住し、トランスペアレン

シー・インターナショナルの国際アドボカシー担当の調整役に就任。 

マチュー・モリアメズ 

（フランス） 

 

※不参加 

フランス（G7/C7 開催国）代表委員 「コーディネーション・スッド」分析・アド

ボカシー責任者 

フランスの国際協力に関わる NGO のネットワークである「コーディネーション・ス

ッド」のアドボカシーや調査研究分野の責任者を務める。 

マルティン・ツンキュー 

（カメルーン） 

アフリカ地域代表委員 アフリカ開発相互交流ネットワーク 総括代表 

カメルーンを基盤に、アフリカの経済的自立のための政策提言や能力強化を行うネ

ットワーク NGO の代表を務める。カメルーン在住。 

アンセルモ・リー 

（韓国） 

アジア太平洋地域代表委員 アジア開発連盟 創設者 

ADA の創設者の一人であり、現在はシニア アドバイザーとして所属。人権、社会

的正義、民主主義のスペシャリスト。韓国在住。 
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会場へのアクセス 

4 月 21 日（日） 聖心グローバルプラザ 

住  所：東京都渋谷区広尾 4-2-24 聖心女子大学 4号館 3階ホール および 会議室 

アクセス：http://kyosei.u-sacred-heart.ac.jp/ 

 

アクセス：東京メトロ『広尾駅』3・４番出口より徒歩 1分 

＊駐車場はございませんので、公共機関または近隣のコインパーキングをご利用ください。 

 

 

4 月 22 日（月）・23 日（火） 虎ノ門ヒルズフォーラム 

住  所：東京都港区虎ノ門 1-23-3 虎ノ門ヒルズ森タワー 5階 

アクセス：http://forum.academyhills.com/toranomon/access/ 

 

東京メトロ銀座線『虎ノ門駅』1番出口より徒歩約 5分 

東京メトロ日比谷線『神谷町駅』3 番出口より徒歩約 6分 

東京メトロ千代田線・丸ノ内線・日比谷線『霞ヶ関駅』A12 出口より徒歩約 8分 

都営三田線『内幸町駅』A3 出口より徒歩約 8分 

JR『新橋駅』より徒歩約 11 分 

http://kyosei.u-sacred-heart.ac.jp/
http://forum.academyhills.com/toranomon/access/

